
開始時刻

〈気候〉

13:00 210

13:20 211

13:40 212

S101 13:00-13:10〔趣旨説明〕

14:00 213

S102 13:10-13:25

14:20 214

S103 13:25-13:40

14:40 215

S104 13:40-13:55
15:00 216

S105 13:55-14:10
15:20 217

15:40 S106 14:10-14:25 218

16:00 〔休憩〕14:25-14:40 219

〔パネルディスカッション〕14:40-15:40

16:20 〔総括〕15:40-16:00

16:40

17:00

終了時刻　16:00

高根雄也(産業技術総合研)ほか：新型コ
ロナ外出自粛で都市の気候はどう変わっ
たか？―都市気候モデルと地理的ビッグ
データの融合による新推定

浅野裕樹（筑波大・院）ほか：短時間屋
外歩行が屋内での仕事・学習能力に及ぼ
す影響―都市街区を想定した被験者実験

浜田 崇（長野県環境保全研）ほか：定点
カメラと機械学習を用いた高山帯におけ
る雲の観測

長谷川直子（お茶の水女子大）ほか：諏
訪湖御神渡り経路の長期変遷に関する一
考察

第1日目　9月23日（金）　午後

第　1　会　場 第　2　会　場

中川清隆*・渡来 靖（立正大）：風ベク
トルと真反対ではない大気境界層におけ
る摩擦力の幾何学的誘導

鈴木信康*（筑波大・院)・日下博幸（筑

波大)：東海〜関東で発生する積雲列に
対する地形効果

飯島慈裕（三重大）：衛星降水観測から
みた北東ユーラシアの夏季降水特性

Konduru, R.T.（RIKEN CCS）et al.：
Satellite observed annual and seasonal 
variation of Yakushima precipitation

原 真志（香川大）：地域活性化の研究と
実践―地域密着型ビジネススクールと地
理学の接点

山本太基（香川大・協力研究員）：デジ
タルクリエイティブクラスが高松市に移
住するプロセスと定着要因の分析

小宮直子*・福田泰弘（香川大・協力研
究員）：フィンランド・エスポー市にお
ける自治体主導型地域イノベーションエ
コシステムの形成

但馬智子（香川大・協力研究員）：地域
型アートフェスティバルにおける地域資
本に関する一考察

シンポジウムS 1（公開）

地域活性化の研究と実践
―地域密着型ビジネススクールと地理学

の接点―

〔主催〕日本地理学会理事会〔共催〕香川大学
大学院地域マネジメント研究科

開始時刻　13:00

西村美樹（香川大）：異分野融合ラーニ
ングエンターテインメントの試み―高松
藩弥千代姫の物語

久保田尚之（北海道大）ほか：航海日誌
の気象データを用いた南シナ海夏季モン
スーンオンセットの長期変動

若林福成（香川大・協力研究員）：アニ
メ聖地における地域コラボビジネス創造
過程の主体分析―埼玉県久喜市を事例に

〔オーガナイザー〕原　真志（香川大）

加藤内藏進（岡山大・名誉）ほか：ドイ
ツ付近における冬の極端な低温日の出現
状況に関する総観気候学的解析(その2：
地域性や「典型年」の特徴などに注目し
て）



開始時刻

〈水文〉 〈農業・農村〉

310 410 13:00

311 411 13:20

312 412 13:40

〈地図・GIS〉

313 413 14:00

〈植生〉

314 414 14:20

315 415 14:40

〈地理教育〉

316 416 15:00

317 417 15:20

418 15:40

419 16:00

16:20

16:40

17:00

初澤敏生（福島大）：福島県師範学校附
属小学校が作成した国民科国史・地理
「郷土の観察」の授業計画

山内洋美（仙台西高）：地域調査単元の
実践に係る学習手法“ミステリー”の可能
性

岡田ひかり（立命館大・院）：食育推進
計画と地域性

梶原拓人*（都立大・院)・川東正幸（都
立大)：海岸防災林に生じたクロマツの
生育不均一性に影響する植栽基盤土壌の
指標検索

吉田圭一郎（都立大）ほか：利尻岳の亜
寒帯針葉樹林における強風による大規模
な自然撹乱

神谷賢治（三重大・院)：三重県･経ヶ峰
山麓の人工林化した耕作放棄地の変遷と
その地形的特徴

海邉健二（法政大・院）：森林資源を用
いた地域活性化の取り組みに関する研究
―栃木県を事例として

小田理人*（千葉大・院)・小寺浩二（法
政大）：多摩川水系浅川の硝酸イオン濃
度分布に関する研究

桐村 喬（皇學館大）：DSMに基づく街
区別平均高さの長期的推移―京都府福知
山市中心部の事例分析

大森直登*（三重大・院)・飯島慈裕（三

重大)：ALOSシリーズを用いた東シベリ
ア永久凍土帯における水域・植生変化域
の経年変化の検出

大八木英夫（南山大）ほか：北海道・然
別湖における水温・水質の季節変化

沼尻治樹*（日本測量協会）・大八木英
夫（南山大）：地理情報による水質の表
現手法の試み

莫 勇強（横浜市立大・院）：中国農民専
業合作社の組織形態に関する研究―浙江
省湖州市の現地調査に基づいて

原 裕太*（東北大)・佐藤廉也(大阪大)：
東アジア・中央アジアにおけるCIA運用

U-2の偵察経路と頻度の推定―CIA機密
解除文書を用いた試行

髙橋 裕（豊島岡女子学園）ほか：「地理
総合」設置に伴う教員有志によるオンラ
インセミナーへの取り組み

第1日目　9月23日（金）　午後

第　3　会　場 第　4　会　場

Mahanayakage, C.A. (University of 
Tsukuba)：Evaluation of socio-
economic impact of human wildlife 
conflict on agriculture-based livelihood 
in Nuwara Eliya Divisional secretariat 
-Sri Lanka

小寺浩二（法政大）ほか：日本における
河川水質の長期変動に関する水文地理学
的研究(4)―｢身近な水環境の一斉調査｣第
17回・第18回・19回の結果を中心に

髙村 楓*（駒澤大・院）・平井幸弘（駒
澤大）：世界遺産ベトナム・フエの遺跡
群―BAVH所収の地図から復元したチャ
ンハイ砦群



開始時刻

〈経済・産業〉

13:00 510

13:20 511

13:40 512

〈政治・社会〉

14:00 513

14:20 514

14:40 515

〈地域計画・地域政策〉

15:00 516

15:20 517

15:40 518

16:00

16:20

16:40

17:00

中川紗智（筑波大）：保護猫活動に果た
す譲渡型猫カフェの役割―神奈川県横浜
市を事例として

塩飽敏史(水島地域環境再生財団)ほか：
高校生による浅海域の底質中マイクロプ
ラスチックの空間的・時代的分布調査―
地域社会の意識変革に向けて

市道寛也（大阪市立大・院）：日本にお
ける「場所の力」の議論の展開可能性―
大阪市港区における朗読劇の実践を事例
に

元木理寿（常磐大）：ごみ集積所の分布
とその管理

𠮷田国光（立正大）ほか：「行田はちま
んマルシェ」にみる生産者による直売活
動と朝市の役割

石濱歩奈（横浜市立大・院）：外食ロー
カルチェーンの立地展開と地域住民の生
活様式

大西健太（都立大・院）：デジタル化に
伴うアニメーション産業集積の変容

佐藤 洋（東京大・学振DC）：地方税収
確保における課税権の領域と広域連携

第1日目　9月23日（金）　午後

第　5　会　場 第　6　会　場

谷 優太郎*・柳澤雅之（京都大）：日常
生活とトラブル時における移住事業者と
地域住民の関係―静岡県南伊豆町の事例



開始時刻

〈地形〉

231 9:00

232 9:20

233 9:40
S201 9:00-9:25〔趣旨説明〕

S202 9:25-9:45 234 10:00

S203 9:45-10:05
235 10:20

S204 10:05-10:25 〈災害〉

236 10:40

S205 10:25-10:45
237 11:00

S206 10:50-11:10
238 11:20

〔総合討論〕11:10-11:45
〔司会〕田部俊充（日本女子大） 11:40
〔挨拶・次回予告〕11:45-12:00

12:00
終了時刻　12:00

昼　休　み

井田仁康（筑波大）：地誌学習と地理的
見方・考え方

坪井塑太郎(人と防災未来センター):洪
水災害による被害・避難と生活復興に関
する研究―令和2年7月豪雨における熊本
県人吉市を事例として

〔休憩〕10:45-10:50

第2日目　9月24日（土）午前

秋本弘章（獨協大）：「地誌学習」にお
けるICTの活用

黒木貴一（関西大）：令和2年7月豪雨時
の球磨川の流速・流向と浸水被害

伊藤 恵（仙台育英学園高）：ドローン
を活用した高等学校「地理総合」におけ
る授業実践

岩佐佳哉*（広島大・学振DC）・熊原康

博（広島大）： 斜面崩壊とハゲ山の関係

―広島県における1945年9月枕崎台風を
事例に

大髙 皇（常磐大）：ICTを活用した地理
教育の研究動向と地誌学習

池下 誠 ：ICTを活用した中学校社会科
地理的分野の学習指導―「地域の在り
方」を通して

大上隆史（産業技術総合研）ほか ：熊本
平野沿岸部における最終氷期最盛期以降
の地形発達

吉田一希（国土地理院）：1mDEM判読
に基づく浅間山天明噴火による鎌原土石
なだれ地形面の分布

〔主催〕地理教育公開講座委員会 王 婷*（北海道大・院）・渡辺悌二（北

海道大）： 大雪山国立公園における無管
理のキャンプサイトの裸地化を削減する
対策についての提言

〔オーガナイザー〕田部俊充（日本女子大）・
井田仁康（筑波大）・秋本弘章（獨協大）

開始時刻　9:00
Chakraborty, A.（Wakayama 
Univ.）：Geomorphological diversity 
of Yakushima Island World Natural 
Heritage and prospects for ecotourism

田部俊充（日本女子大）：地図・地理情
報システムと地誌学習

シンポジウムS2（公開） 澤田結基（福山市立大）：帯広空港に分
布する十勝坊主(アースハンモック)の形
態的特徴

地図･地理情報システムと地誌学習

第　1　会　場 第　2　会　場



開始時刻

〈地理思想・方法論〉 〈歴史・文化〉

9:00 331 431

9:20 332 432

9:40 333 433

〈海外地域研究〉

10:00 334 434

10:20 335 435

10:40 336 436

11:00 337 437

11:20 438

11:40

12:00

昼　休　み

中村秀司（鳥取西高）ほか ：鳥取県東部
地域の漆産業における継承の課題

第2日目　9月24日（土）午前

池庄司規江（茨城大）：地域言語と教育
言語―オランダ・フリースラント州の初
等教育における言語

趙 文琪（筑波大・院)：松本城下町にお
ける公共井戸・湧水の利用と管理

渡辺悌二（北海道大）ほか ：カラコラム
北部，シムシャール村における社会変容
と持続可能性

大城直樹（明治大）：宮古・八重山の御
嶽と神社の位相

松宮邑子（埼玉大）：非集計データを用
いたモンゴル国・各地域の家計構造の分
析

山元貴継（中部大）ほか ：沖縄県におけ

る明治30年代の「屋敷地番」とその活用

皆木香渚子（京都大・院）：デジタル時
代における持続可能な生業戦略の解明―
ベトナム・メコンデルタのエビ養殖者を
事例に

松山 薫（東北公益文科大)：日輪兵舎の
用途の多様化に関する考察

立岡裕士（鳴門教育大）：古代ラテン語
文献における「地理学」関連語彙の使用
状況

古関大樹（京都女子大・非）：法務局に
複数の種類の地籍図が残る事例

廣瀬俊介（東京大・協力研究員）：ハン
セン病療養所の災害地誌学的研究―国立
療養所松丘保養園を例として

飯沼健悟（岐阜県土地家屋調査士会):加
納城下町における市街宅地地租改正事業
の様子

横山秀司（九州産業大･名誉):Crutzenの
人新世と地理学

渋谷鎮明（中部大）：朝鮮時代の古地図
「大東輿地図」の写本に関する一考察

第　3　会　場 第　4　会　場



開始時刻

9:00

9:20

〈都市・交通〉 〈人口・行動〉

533 633 9:40

534 634 10:00

535 635 10:20

536 636 10:40

537 637 11:00

538 638 11:20

11:40

12:00

昼　休　み

櫛引素夫*（青森大）  ・大谷友男（富山

国際大）： 並行在来線が地域医療に持つ

可能性と課題―IGRいわて銀河鉄道の通
院支援サービス

増山 篤（弘前大）：経路ネットワーク
に対する前処理による時空間アクセシビ
リティ計算の効率化とその実装

第2日目　9月24日（土）午前

小池司朗（国立社会保障･人口問題研)：
「平成の大合併」前後における旧市町村
別の人口動態

福本 拓（南山大）：日系ブラジル人・
ペルー人による持ち家取得過程―三重県
四日市市を事例に

岩谷恭弥（立正大・院）：人口減少地域
における地域交通システムの変化と地域
的要因―福井県若狭地方を事例として

甲斐智大（岐阜大）：特定地域づくり事
業協同組合制度による労働力調整メカニ
ズム―長崎県五島市を事例に

川村 壮*（北海道大･院) ・橋本雄一（北

海道大)： 室蘭市における土地利用変化
と津波災害リスク

佐藤 将（東京外国語大）：東京大都市圏

における2人目出産前後の子育てと仕事
の両立化に関する研究

久井情在（国立社会保障･人口問題研)：
但馬地方における移住促進をめぐる多層
型ガバナンス

申 知燕（昭和女子大）ほか ：東京都新
大久保地区におけるエスニック・タウン
の多民族化と混成化

大谷 杏（福知山公立大）：大学生向け
フィールドトリップの企画・立案―京丹
後市旧網野町・旧丹後町をめぐる日帰り
周遊ルートの検討

和田 崇（県立広島大）：COVID-19パン
デミックによる高齢者のスポーツ活動の
変化―広島市の老人クラブ会員を対象と
した調査から

第　5　会　場 第　6　会　場



開始時刻

〈災害〉

13:00 240

13:20 241

13:40 242

14:00 243
S301 13:00-13:10〔趣旨説明〕

14:20
〔座長〕村山朝子（茨城大）

S302 13:10-13:30

14:40

S303 13:30-13:50
15:00

S304 13:50-14:10

15:20

S305 14:10-14:30

15:40

14:30-14:50

16:00

〔総合討論〕15:00-16:45
16:20 〔座長〕

久保純子（早稲田大）

井田仁康（筑波大）

〔コメンテータ〕

16:40 中村康子（東京学芸大）

林 靖子（獨協埼玉中高）

17:00
終了時刻　16:45

由井義通（広島大）ほか：私立大学の新
課程入試への対応について―高等学校地
理歴史科教員免許の課程認定を受けてい
る大学の事例

中澤高志（明治大） ：報じられる「地理
総合」，教えられる「地理総合」―「国
際理解と国際協力」について

須貝俊彦（東京大）ほか：自然地理教育
の実践から明らかになった課題とそれを
ふまえた環境防災教育への展望

橋本雄一（北海道大）：「地理総合」に
おけるGIS教育

竹内裕一（千葉大･名誉）ほか：始まっ
た「地理総合」の効果的な支援に向けて
―「地理総合」に関するWEBアンケー
ト・カリキュラム調査の最終報告

井田仁康（筑波大）ほか：｢地理総合｣開
始後の地理教育における課題と展望

開始時刻　13:00
鈴木比奈子*・久保久彦（防災科学研):
地震の類似性を条件とした過去の地震災
害記録の抽出とその課題

「地理総合」開始後の地理教育に
おける課題と展望

〔主催〕地理教育専門委員会・日本学術会議地
理教育分科会

岩船昌起*・安部幸志（鹿児島大）：ト
ンガ大噴火「潮位変化」による津波警報
後の避難行動―奄美市職員へのアンケー
ト調査に基づく速報

シンポジウムS3（公開） 南雲直子（土木研）ほか：洪水被害軽減
に向けた仮想避難体験プログラム提供の
試み

〔オーガナイザー〕井田仁康（筑波大）・村山
朝子（茨城大）・久保純子（早稲田大）・橋本
雄一（北海道大）・竹内裕一（千葉大･名誉）･
中澤高志（明治大）･須貝俊彦（東京大）･由井
義通（広島大）

村山良之（山形大）ほか：地形とハザー
ドマップに関する教員研修―石巻市防災
主任研修の成果と課題

第2日目　9月24日（土）　午後

第　1　会　場 第　2　会　場



開始時刻

〈歴史・文化〉

440 13:00

441 13:20

442 13:40

443 14:00

14:20

14:40

15:00

15:20

15:40

16:00

16:20

16:40

17:00

松井恵麻（大阪公立大・院）：創造的活
動とアート空間のネットワーク―大阪市
の「オルタナティブ・スペース」を拠点
とする活動から

熊谷美咲（筑波大・院）ほか：COVID-
19と東京の小箱カルチャーに関する萌芽
的知見―ライブハウス・クラブへの定性
調査に基づく現状の整理

大平晃久（長崎大）：長崎原爆モニュメ
ントの集中と拡散

張 紅*（筑波大・院)・堤 純（筑波大)：
長野県木曽平沢における歴史的街並み保
全のプロセス

第2日目　9月24日（土）　午後

第　3　会　場 第　4　会　場



開始時刻

〈都市・交通〉

13:00 540

13:20 541

13:40 542
開会 寺尾 徹（香川大）

講演①〔自然環境〕

14:00

講演②〔歴史・文化〕

14:20

講演③〔地域社会・産業〕

14:40

〔ハネルディスカッション〕

15:00

15:20

15:40

16:00

16:20

16:40

17:00

事前に参加申込みが必要です

終了時刻　15:30

平　篤志（香川大学教育学部）：東かが
わ地域の手袋産業―独自ブランドの構築
を目指して

守田逸人（香川大学教育学部）：中世善
通寺領の史実と伝承を歩く―「空海誕生
地」の領域空間

柿沼由樹（筑波大・院）ほか：COVID-
19と音楽パフォーマンスの場所のデジタ
ル化―ライブハウス・クラブへの定性調
査に基づく現状と課題の整理

長谷川修一（香川大学特任教授）：讃岐
うどん文化は中央構造線の賜物？

香川の魅力を再発見する
―自然環境，歴史・文化，地域社会・産

業の視点から―
山本沙野香（専修大・院）：東京都心周
辺・高円寺の場所イメージの特性―建築
物・商業機能・住民属性との関連から

神喰甲太（早稲田大・院）：川崎市によ
る都市イメージ向上に向けた取り組みに
ついて

公開講演会

〔主催〕日本地理学会

〔後援〕香川大学（教育学部）

開始時刻　13:00

第2日目　9月24日（土）　午後

第　5　会　場 第　6　会　場
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平野勇二郎（国立環境研）ほか：福島
県の復興に向けた熱環境評価の事例

花田心吾*（法政大・学）・小寺浩二
（法政大）：遠賀川流域の水環境に関
する研究

ポスター発表は，9月23日（金）13時～18時までと9月24日（土）9時～15時まで，ポスター会

場で行います．発表者による説明は，9月23日（金）17時～18時と9月24日（土）11時40分～

12時10分の間に行われますので，多くの会員の参加を希望します．

堀 和明（東北大）ほか：木曽川デルタ
の前進とデルタフロント堆積物の粒度

千葉 晃（石神井西中）：AMeDAS府中

（東京）における2009年以降の年間降
水時間―生活に密着した気候値を追及
して

小松原 琢（産業技術総合研）：宇治川
の最終間氷期段丘

瀬戸芳一*・高橋日出男（都立大）：夏
季晴天日の関東平野における近年の局
地風系と気圧場の特徴

高波紳太郎（明治大）：大野川河谷に
おける阿蘇4火砕流堆積物強溶結部の分
布

島津 弘（立正大）：長野県，上高地谷
における斜面―谷底の土砂供給と地震
との関係

第1・2日目　9月23・24日（金・土）

ポスター会場

ポスター発表

佐藤 匠（専修大・院）ほか：八方尾根
八方沢の地すべり移動体に生じた小規
模閉塞凹地内の池溏における3.9 cal ka
BP以降の環境変化

乙幡正喜*（法政大・院）・小寺浩二
（法政大）：狭山丘陵の水環境に関す
る水文地理学的研究―河川源流域の汚
染源を中心に(5)

三浦エリカ*（法政大・学）・小寺浩二
（法政大）：神奈川県逗子市・横須賀
市における災害時要援護者避難支援の
検討 (1)

八塚正剛（香川大・院）ほか：香川県
豊島における現存する井戸の分布及び
特性と水道導入後の井戸の利用機会

手代木功基（摂南大）ほか：阿蘇山の
半自然草原における斜面崩壊が植生に
与える影響

田中耕市（茨城大）ほか：洪水時の浸
水状況別にみた避難所・避難場所への
アクセシビリティ―茨城県を事例に

大久保 優（専修大・院）ほか：日本の

灯台気象観測記録による19世紀後半以
降の冬季の気圧と気温分布に関する解
析

西城 潔（宮城教育大）ほか：牡蠣養殖
場から発生する竹廃材を地域資源化す
る試み

田上善夫*（富山大・名誉）･Demarée,
G.R.（ベルギー王立気象研）：19世紀
半ばの日本列島周辺の天候と風の変化

鈴木淳一*（東京大・院)・寺田 徹（東
京大)：エシカル消費研究の射程と地理
学研究との接点について―文献調査に
よる考察

野津雅人（都立大）ほか：伊豆諸島に
おける降水量の島内分布と島ごとの比
較

久木元美琴（専修大）：コロナ禍にお
ける保育の場所と家庭内のケアワーク
―保育所等を利用する子育て世帯への
アンケート調査から
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ポスター発表は，9月23日（金）13時～18時までと9月24日（土）9時～15時まで，ポスター会

場で行います．発表者による説明は，9月23日（金）17時～18時と9月24日（土）11時40分～

12時10分の間に行われますので，多くの会員の参加を希望します．

伊藤千尋（福岡大）：中国山地におけ
るトチノミ利用をめぐる知識・技術の
継承

森田匡俊*（岐阜聖徳学園大）・小野映
介（駒澤大）：日本列島における標高
別人口の特徴

阪上弘彬（千葉大）：ドイツ地理教授
学におけるESDの研究動向―『地理教
授学雑誌』のレビューを中心に

第1・2日目　9月23・24日（金・土）

ポスター会場

ポスター発表

畠山輝雄（鳴門教育大）：併設タイプ
別の介護保険関連施設の立地特性―徳
島市を事例に

若林芳樹（都立大）：子どもの貧困対
策の自治体間比較―東京23区を中心と
して

渡邉敬逸（愛媛大）：四国地方におけ
る無住化集落の現状と将来

池田 誠（アジア防災センター）：防災
のための宇宙技術の利活用

根元裕樹*（都立大）・夏目宗幸（立命
館大）：『地理総合』教科書における
GISの説明の確認とGIS学習教材の開発

駒木伸比古（愛知大）：立地適正化計
画の視点に基づく空き家の立地特性―
愛知県豊川市を事例として

安田奈央（都立大・院）：福岡市都心
部における地下街の役割と変化―天神
地下街を事例として

嶋本貴瑛（都留文科大･院）･両角政彦*
（都留文化大）：農産物・食品の認証
制度と地域ブランド化―地理的表示
「山梨」清酒を事例に

松井 歩（弘前大）ほか：フィールド観

測とGPSによる漁場利用調査の実践―
北海道寿都町のナマコ漁業を事例とし
て


